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南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
｜
南
朝
の
成
立
｜
矢
野
主
税
序
　
筆
者
は
、
「
東
新
に
お
け
る
南
北
人
問
題
i
そ
の
社
会
的
考
察
－
」
（
「
史
学
雑
誌
（
7
7
の
1
0
）
」
）
な
る
小
論
に
お
い
て
、
東
晋
時
代
に
渡
江
南
下
し
た
北
人
達
が
、
江
南
の
地
に
お
ち
つ
く
に
つ
れ
て
二
人
化
し
、
二
代
、
三
代
と
つ
づ
く
間
に
、
江
南
の
地
を
第
二
の
故
郷
と
考
え
、
次
第
に
南
人
化
す
る
と
共
に
、
元
来
江
南
に
い
た
人
々
と
の
間
に
、
同
郷
人
と
し
て
の
親
密
さ
も
生
ま
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
、
従
っ
て
そ
こ
に
は
最
早
東
晋
初
頭
に
み
ら
れ
た
南
、
石
人
の
政
治
的
、
社
会
的
対
立
も
解
消
し
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
て
お
い
た
。
　
若
し
こ
の
推
論
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
南
朝
に
お
い
て
は
、
西
晋
か
ら
東
晋
初
頭
に
み
ら
れ
た
た
如
き
南
、
証
人
の
政
治
的
対
立
（
畑
猶
鞭
鞍
蛎
蜘
難
禰
灘
三
夕
難
鋤
離
取
調
）
は
殆
ど
消
滅
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
恩
人
と
か
北
人
と
か
い
う
言
葉
す
ら
も
恐
ら
く
は
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
東
晋
初
頭
に
み
た
如
き
政
治
的
、
社
会
的
対
立
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
は
違
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
た
に
相
違
な
い
、
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
西
晋
か
ら
東
晋
に
か
け
て
は
、
政
治
的
、
社
会
的
対
立
を
背
景
に
も
つ
二
人
、
北
畑
が
考
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
　
南
朝
で
は
そ
の
よ
う
な
対
立
的
な
意
味
の
南
、
北
人
は
姿
を
消
し
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
恐
ら
く
は
別
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
守
屋
美
都
雄
氏
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
、
俵
詰
の
「
南
人
化
」
（
「
南
人
と
北
人
」
亜
論
叢
第
六
輯
）
（
東
）
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
、
東
晋
末
に
北
魏
に
入
っ
た
太
原
の
王
慧
龍
が
、
北
魏
の
人
々
か
ら
南
人
と
い
わ
れ
、
自
ら
も
亦
巨
人
と
称
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
「
北
俵
と
呼
ば
る
べ
き
過
江
の
旧
姓
」
（
全
上
）
で
あ
っ
た
太
原
王
氏
の
一
人
で
あ
る
王
慧
龍
が
、
巨
人
と
呼
ば
れ
且
つ
自
ら
も
南
人
と
称
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
北
人
の
南
人
化
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
県
人
、
北
目
と
い
う
言
葉
は
、
少
く
と
も
西
晋
か
ら
東
司
初
頭
に
か
け
て
は
、
同
人
は
呉
の
境
域
に
本
籍
を
も
つ
も
の
、
北
人
は
魏
、
平
呉
前
の
西
晋
の
境
域
に
本
籍
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
越
智
重
明
氏
「
魏
晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
第
二
編
…
第
二
章
団
・
日
に
o
o
）
。
従
っ
て
、
東
晋
時
代
に
北
入
の
匠
人
化
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
南
朝
で
は
最
早
門
人
は
い
な
く
な
っ
た
筈
で
あ
り
、
い
な
、
　
一
人
の
み
な
ら
ず
南
進
す
ら
も
い
な
く
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
　
何
故
な
ら
、
　
対
立
的
に
考
え
た
場
合
の
み
、
　
内
人
と
か
球
人
と
か
は
あ
り
う
る
わ
け
で
、
若
し
南
朝
に
お
い
て
北
人
が
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
江
南
に
存
在
す
る
の
は
上
人
の
み
、
と
い
う
よ
り
も
、
江
南
に
土
著
す
る
人
々
の
み
が
存
在
し
て
い
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
も
し
以
上
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
　
東
下
末
か
ら
南
朝
に
か
け
て
み
ら
れ
る
平
人
、
北
人
の
語
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
果
し
て
、
西
晋
か
ら
東
晋
初
頭
に
み
ら
れ
る
如
き
意
味
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
、
そ
う
い
え
る
と
す
る
と
、
或
は
筆
者
が
推
察
す
る
、
南
人
、
北
人
の
東
晋
初
頭
的
対
立
は
解
消
し
た
、
と
す
る
考
え
も
成
立
し
得
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
そ
の
解
消
は
一
体
何
を
意
味
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
咽
九
号
も
の
で
あ
ろ
う
か
等
の
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
0
1
　
さ
て
、
東
晋
末
か
ら
南
朝
に
か
け
て
南
人
、
北
人
の
語
が
ど
う
用
い
ら
れ
た
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
る
前
に
、
所
謂
「
前
人
の
南
入
渠
」
に
つ
い
て
確
め
て
お
き
た
い
。
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
既
に
守
屋
氏
の
指
摘
さ
れ
た
王
民
龍
の
場
合
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
（
守
屋
氏
「
落
人
と
北
入
（
東
亜
論
叢
第
六
輯
）
」
）
、
今
こ
こ
に
顔
之
推
の
例
を
引
い
て
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
　
顔
実
接
は
北
聖
書
（
4
5
顔
之
推
伝
）
に
よ
れ
ば
、
瑛
邪
臨
折
人
と
あ
る
如
く
元
来
は
北
方
出
身
の
、
所
謂
僑
姓
で
あ
る
が
、
そ
の
九
世
祖
顔
含
の
時
に
江
南
に
渡
っ
て
東
寺
元
帝
に
仕
え
た
（
晋
禽
8
8
顔
含
伝
参
照
）
。
　
し
か
し
、
之
推
の
頃
に
は
全
く
江
南
の
人
に
な
り
き
っ
て
い
た
こ
と
は
、
戸
〆
が
仕
え
た
南
朝
の
梁
の
滅
亡
後
、
捕
え
ら
れ
て
北
朝
に
仕
え
、
階
の
開
演
十
年
頃
著
し
た
と
い
う
「
顔
氏
家
訓
」
（匠
結
梹
x
那
学
報
第
一
号
）
参
照
）
の
中
に
、
「
吾
今
回
旅
。
言
言
浮
雲
。
寛
未
知
何
郷
是
吾
動
地
。
唯
当
気
絶
。
便
埋
之
耳
。
」
（
終
制
篇
第
二
十
）
と
か
、
　
「
吾
近
為
（
北
斉
）
黄
門
郎
。
　
己
妻
収
退
。
　
当
時
霧
旅
。
灌
罹
誘
藷
。
思
為
此
計
。
僅
未
透
影
。
」
（
鳶
足
篇
第
十
三
）
な
ど
と
い
っ
て
い
る
が
こ
こ
で
霧
旅
と
い
う
の
は
、
自
ら
を
南
の
人
と
考
え
、
北
朝
に
あ
る
の
を
覇
旅
と
し
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
、
何
処
の
地
に
果
て
、
何
処
の
地
に
葬
ら
れ
る
の
か
、
誠
に
た
よ
り
な
い
身
だ
と
感
じ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
王
慧
龍
も
亦
北
上
に
あ
っ
て
、
　
「
自
分
は
領
主
の
南
人
で
あ
る
」
へ
雛
舐
文
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
顔
之
推
の
考
え
た
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
元
来
過
江
の
面
輔
た
る
所
謂
直
人
の
子
孫
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
北
人
の
意
識
は
な
く
、
全
く
自
ら
を
二
人
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
、
従
っ
て
、
濃
餅
の
故
郷
は
、
北
画
書
（
4
5
）
の
そ
の
伝
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
「
曾
撰
観
世
生
賦
。
文
致
清
書
。
其
詞
日
。
…
．
．
．
経
長
千
三
掩
抑
〔
籔
編
〕
。
展
白
下
以
流
連
〔
聯
蝦
璽
職
〕
深
燕
雀
之
餓
思
。
成
桑
梓
之
遣
虜
。
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
　
白
下
即
ち
建
郵
の
地
と
観
ぜ
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
靖
侯
は
東
銀
え
帝
に
仕
え
た
顔
含
（
晋
轡
8
8
顔
含
伝
）
の
こ
と
で
あ
り
、
之
推
は
そ
の
前
世
の
孫
で
あ
る
が
、
之
推
の
父
や
母
は
江
陵
の
寓
居
地
に
葬
ら
れ
た
よ
う
で
、
　
そ
れ
は
、
　
「
先
君
先
夫
人
皆
未
零
墨
翰
墨
山
。
　
旅
野
江
陵
東
部
。
」
隅
蛎
漿
灘
酒
）
と
み
え
る
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
彼
の
祖
父
、
顔
含
の
七
世
説
ま
で
は
建
学
に
葬
ら
れ
た
筈
で
あ
り
、
父
母
も
当
然
建
鄭
の
地
に
葬
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
　
旅
路
の
江
陵
に
葬
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
「
値
本
朝
倫
没
。
流
離
如
此
。
」
（
同
上
）
と
歎
き
悲
し
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
之
推
は
自
ら
を
完
全
に
厚
情
の
人
と
考
え
、
そ
こ
が
故
郷
で
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
、
最
早
そ
こ
に
は
、
東
晋
初
頭
に
み
た
所
謂
北
人
乃
至
は
そ
の
子
孫
と
い
う
考
え
は
、
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
と
こ
ろ
が
、
同
じ
顔
氏
家
訓
の
中
に
、
宛
も
上
述
し
た
と
こ
ろ
と
、
　
一
見
矛
盾
す
る
か
の
如
き
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
渉
務
篇
（
第
十
一
）
に
、
「
江
南
朝
士
。
因
晋
中
興
而
渡
江
。
本
誌
鵜
旅
。
至
今
八
九
世
。
未
有
力
田
。
悉
資
俸
禄
而
食
止
。
仮
令
有
者
。
皆
信
憧
僕
。
為
之
未
課
目
観
起
一
擾
土
、
転
一
株
苗
。
不
知
置
月
落
下
、
幾
月
計
収
。
安
識
世
間
鯨
卸
量
。
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
と
り
上
げ
て
、
東
晋
に
お
け
る
群
来
漢
人
の
置
土
思
慕
の
感
情
は
、
　
重
代
の
後
に
至
っ
て
も
抜
け
き
ら
な
か
っ
た
と
す
る
意
見
が
あ
る
（
灘
舐
文
．
。
　
な
る
ほ
ど
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
北
方
か
ら
江
南
に
き
て
東
晋
朝
に
仕
え
た
人
々
は
、
元
来
江
南
は
一
時
身
を
よ
せ
る
場
所
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
か
ら
、
八
、
九
世
た
っ
た
現
在
（
書
落
）
に
い
た
っ
て
も
、
大
方
の
人
々
は
田
地
の
経
営
に
熱
心
で
な
く
、
俸
禄
で
生
計
を
た
て
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
の
記
事
を
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
北
来
人
に
と
っ
て
は
江
南
の
地
は
、
数
代
た
っ
て
も
な
お
寓
居
地
と
思
わ
れ
た
と
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
顔
之
推
が
江
南
の
人
に
な
り
切
っ
た
と
す
る
上
述
の
意
見
と
は
矛
盾
し
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
記
事
を
、
「
江
南
を
い
つ
ま
で
も
寓
居
地
と
考
え
た
」
と
い
う
風
に
解
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
記
事
は
、
実
は
農
業
を
重
ん
ず
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
い
つ
ま
で
も
北
土
思
慕
の
感
情
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
江
南
を
寓
居
地
と
す
る
、
　
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
記
事
の
前
の
記
述
を
み
る
に
、
「
古
人
欲
知
稼
稿
之
翰
墨
。
斯
蓋
貴
細
務
本
之
道
也
。
夫
食
為
民
天
。
翠
雲
食
不
生
　
。
…
…
安
可
軽
農
事
而
貴
末
業
哉
。
　
（
江
南
朝
士
云
々
。
）
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
従
っ
て
、
江
南
朝
士
以
下
の
記
述
は
、
北
か
ら
渡
江
し
た
朝
士
達
の
子
孫
の
中
に
は
、
農
を
い
や
し
む
不
心
得
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
こ
の
記
事
の
つ
づ
き
に
は
「
（
安
識
世
間
細
務
乎
。
）
故
治
官
則
不
了
。
営
家
則
不
辮
。
細
越
閑
燗
酒
也
。
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
玉
帳
の
情
態
で
は
官
を
治
め
る
こ
と
も
、
家
を
営
む
こ
と
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
指
弾
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
記
事
で
は
、
い
つ
ま
で
も
北
畑
を
思
慕
す
る
こ
と
を
口
実
に
農
を
省
み
ぬ
不
心
得
者
も
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
官
も
家
も
治
め
る
こ
と
は
出
来
難
い
と
す
る
も
の
で
、
決
し
て
上
述
の
顔
之
推
の
態
度
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
顔
耳
翼
は
「
江
南
朝
士
」
と
彼
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
東
組
初
頭
以
来
北
方
か
ら
江
南
に
や
っ
て
き
た
入
々
が
抱
い
た
と
同
じ
思
い
、
旅
人
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
、
北
朝
に
渡
っ
て
抱
い
た
わ
け
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
江
南
の
地
こ
そ
は
故
郷
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
⇔
　
以
上
の
如
く
、
北
人
の
南
人
化
を
た
し
か
め
得
た
と
す
る
時
、
果
し
て
東
晋
初
頭
的
、
対
立
的
意
味
の
南
人
、
母
人
の
区
別
は
消
滅
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
南
朝
に
お
い
て
は
、
玉
人
、
北
人
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
　
　
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
（
南
朝
の
成
立
）
　
（
矢
野
）
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
い
ま
、
南
朝
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
そ
の
意
味
を
大
別
し
て
み
る
に
、
ω
　
東
嶺
初
頭
以
来
用
い
ら
れ
た
、
所
謂
南
人
、
公
人
を
意
味
す
る
場
合
。
②
　
江
南
の
人
、
河
北
の
人
の
意
に
用
い
ら
れ
た
場
合
。
但
し
、
そ
の
中
に
、
　
ω
　
南
朝
の
人
、
北
朝
の
人
の
意
味
、
即
ち
南
北
に
お
け
る
政
治
権
力
の
対
　
　
　
立
の
中
に
考
え
ら
れ
た
場
合
と
、
　
＠
　
単
に
地
理
的
に
江
南
の
人
間
、
河
北
の
人
間
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
場
　
　
　
合
、
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
加
え
て
み
よ
う
。
ω
の
場
合
　
宋
書
（
8
1
）
顧
観
之
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
嘗
於
太
祖
坐
。
群
民
左
人
物
。
言
及
顧
栄
。
衷
淑
格
子
之
日
。
卿
南
人
怯
儒
。
豊
辮
作
賊
。
號
之
正
忌
日
。
卿
劇
毒
以
忠
義
血
肥
。
淑
有
悦
色
。
」
と
あ
り
、
南
玉
書
（
3
3
）
張
家
伝
に
よ
れ
ば
、
「
（
上
）
欲
用
（
張
）
垂
耳
右
僕
射
。
以
問
王
卿
。
倹
日
。
南
士
由
来
少
居
此
等
。
楮
渕
即
座
。
啓
上
日
。
倹
年
少
或
不
尽
憶
。
江
尊
爵
陸
玩
、
顧
和
。
西
南
人
也
。
　
倹
日
。
　
晋
氏
毒
口
不
可
以
為
准
則
。
上
乃
止
。
－
：
－
緒
善
言
素
望
甚
重
。
太
祖
深
加
州
異
。
僕
射
王
揺
々
人
日
。
北
士
申
寛
落
掌
。
過
江
津
有
人
。
不
知
陳
伸
弓
、
春
望
理
博
過
之
不
耳
。
」
と
あ
り
、
更
に
南
浜
書
（
4
4
）
沈
文
運
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
世
祖
歩
車
山
廊
。
　
南
士
無
規
射
。
多
歴
年
所
。
　
文
季
対
日
。
南
風
不
競
。
　
非
復
一
日
。
…
…
兄
子
智
略
有
剛
気
。
　
昇
明
末
為
相
国
西
曹
。
太
祖
賞
之
。
及
即
位
謂
王
倹
日
。
　
南
士
中
有
沈
昭
略
。
　
何
職
処
之
。
倹
日
。
臣
已
有
擬
奏
。
転
前
軍
将
軍
。
上
不
欲
違
。
可
其
奏
。
」
と
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
記
事
は
南
朝
宋
、
斉
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
み
え
る
南
人
、
志
士
、
北
士
と
い
う
如
き
は
、
東
晋
初
頭
に
み
ら
れ
た
、
政
治
的
、
社
会
的
対
立
を
背
景
と
し
て
の
、
南
人
、
北
士
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
粛
呈
書
（
3
5
）
平
緒
伝
と
、
同
書
（
4
4
）
沈
文
民
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
哨
九
号
は
、
奇
し
く
も
同
じ
く
尚
書
騎
射
を
問
題
と
し
て
い
る
。
両
者
共
に
南
士
に
し
て
尚
書
僕
射
と
な
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
と
し
て
、
隠
士
を
「
段
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
き
め
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
南
士
を
そ
の
よ
う
に
押
え
よ
う
と
し
た
も
の
は
誰
か
と
い
う
に
、
　
い
う
ま
で
も
な
く
北
野
た
る
王
倹
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
北
士
た
る
楮
渕
の
と
り
な
し
も
、
天
子
の
好
意
も
拒
絶
す
る
ほ
ど
の
き
び
し
い
抑
圧
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
き
び
し
い
、
北
士
に
よ
る
南
町
抑
圧
に
つ
い
て
、
越
智
重
明
氏
は
、
　
「
個
人
的
な
感
情
の
対
立
な
ど
か
ら
で
は
な
く
、
皇
帝
が
江
東
豪
族
諸
氏
の
主
領
た
ち
を
そ
の
貴
族
的
教
養
の
高
さ
を
以
て
重
挙
す
る
こ
と
に
対
す
る
貴
族
側
の
脅
威
－
対
立
感
の
た
ま
た
ま
の
露
呈
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
（
「
南
朝
の
貴
族
と
豪
族
（
史
淵
第
六
十
九
輯
）
」
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
貴
族
側
と
あ
る
の
は
、
所
謂
黒
人
系
貴
族
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
　
東
宝
初
頭
以
降
に
み
た
素
人
と
里
人
の
対
立
は
、
依
然
と
し
て
南
朝
に
も
ひ
き
つ
づ
き
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ω
の
㊥
の
場
合
。
　
南
人
を
江
南
の
人
、
北
人
を
江
北
の
入
と
い
う
意
に
用
い
な
が
ら
も
、
江
南
と
江
北
に
違
っ
た
政
権
が
あ
り
、
そ
の
対
立
の
場
に
お
い
て
の
南
人
、
北
人
と
い
う
場
合
、
即
ち
、
南
人
目
南
朝
の
人
、
北
人
㍑
北
朝
の
人
と
考
え
ら
れ
た
と
解
す
べ
き
場
合
が
あ
っ
た
。
い
ま
そ
れ
ら
の
且
ハ
体
的
な
例
に
つ
い
て
み
る
前
に
当
時
南
と
北
に
、
南
朝
と
北
朝
と
い
う
対
立
政
権
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
　
南
朝
と
い
う
言
葉
は
、
所
謂
南
北
朝
が
始
ま
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
い
う
に
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
道
書
（
7
1
）
孫
皆
伝
を
み
る
に
、
　
「
遷
広
武
将
軍
、
安
豊
内
史
。
以
迎
繋
駕
之
功
。
封
警
士
県
公
。
元
年
遣
甘
卓
討
重
罪
於
寿
陽
。
　
恵
乃
率
衆
応
卓
。
酸
敗
走
。
　
鷹
母
屋
鋭
為
安
豊
太
守
。
恵
権
留
至
境
。
鋭
以
他
事
収
恵
。
下
人
推
之
。
恵
既
非
南
朝
所
授
。
常
慮
幽
間
。
因
此
大
催
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
に
、
孫
恵
は
間
接
政
権
に
よ
っ
て
安
豊
内
史
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
当
時
鎮
東
大
将
軍
と
し
て
江
島
南
に
い
た
元
詰
（
晋
書
6
元
帝
紀
）
に
任
命
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
安
豊
太
守
何
鋭
と
対
立
し
、
捕
え
ら
れ
る
は
め
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
元
帝
勢
力
が
南
朝
と
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
零
墨
は
未
だ
帝
位
に
は
つ
い
て
い
な
い
か
ら
、
後
に
帝
位
に
つ
い
た
時
を
投
影
し
て
南
朝
と
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
こ
の
場
合
は
、
西
晋
朝
廷
に
対
す
る
江
南
政
権
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
じ
く
晋
政
権
の
う
ち
、
北
に
あ
っ
た
西
崎
朝
に
対
し
て
南
の
方
の
朝
と
い
う
意
味
で
南
朝
と
い
っ
た
も
の
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
南
朝
は
、
晋
政
権
の
中
で
の
北
に
対
す
る
南
の
朝
で
あ
っ
て
、
北
の
朝
と
南
の
朝
と
が
別
の
政
権
と
し
て
対
立
す
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
が
問
題
と
し
て
い
る
、
河
北
と
江
南
に
相
対
立
す
る
政
権
と
し
て
の
北
朝
、
南
朝
と
い
う
も
の
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
で
は
、
江
南
・
河
北
に
対
立
す
る
政
権
と
し
て
の
南
朝
・
北
朝
の
用
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
北
史
（
0
0
1
）
序
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
然
北
朝
自
魏
以
還
。
南
朝
従
宋
以
降
。
運
行
迭
変
。
時
俗
汚
隆
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
明
か
に
、
北
朝
と
南
朝
と
は
河
北
と
江
南
に
別
々
に
存
在
す
る
政
権
で
あ
り
、
且
ハ
体
的
に
は
北
国
、
宋
を
含
む
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
　
更
に
、
北
史
（
0
0
1
）
序
奏
に
よ
れ
ば
、
　
「
従
貞
観
以
来
。
屡
吻
史
局
。
不
擾
愚
輩
。
私
為
修
撰
。
起
魏
登
国
元
年
。
尽
階
義
寧
二
年
。
凡
三
代
二
百
四
十
四
年
。
兼
自
東
魏
天
平
元
年
。
尽
至
聖
化
二
年
。
又
四
十
四
年
。
行
事
総
編
。
為
本
紀
十
二
巻
、
列
伝
八
十
八
巻
。
謂
之
北
山
。
又
起
宋
永
初
元
年
。
尽
陳
夕
明
三
年
。
四
代
一
百
七
十
年
。
為
本
紀
十
巻
、
列
伝
七
十
巻
。
謂
之
南
史
。
凡
八
代
合
為
二
書
一
百
八
十
巻
。
以
還
司
馬
遷
史
記
。
」
と
み
え
る
。
こ
こ
に
い
う
南
史
、
北
国
は
明
か
に
南
朝
の
歴
史
、
　
北
朝
の
歴
史
で
あ
る
が
、
　
そ
れ
は
北
魏
と
宋
と
に
始
ま
る
八
代
、
雪
掻
、
北
周
、
北
斉
、
階
、
宋
、
南
斉
、
梁
、
陳
を
さ
し
て
い
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
即
ち
、
具
体
的
に
は
こ
の
よ
う
な
個
々
の
王
朝
で
あ
る
が
、
江
南
と
河
北
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
み
た
時
は
、
南
朝
と
北
朝
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
更
に
、
南
斉
書
（
5
7
）
の
帯
芝
伝
を
み
る
に
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
裏
書
き
す
る
記
事
が
み
え
る
。
即
ち
、
「
毎
使
至
。
宏
（
北
魏
孝
文
帝
－
筆
者
註
）
親
相
応
接
。
申
以
合
壁
。
甚
鞍
置
人
。
常
常
其
臣
下
日
。
江
南
多
好
臣
。
偽
侍
臣
単
元
凱
対
日
。
江
南
多
好
臣
。
歳
一
贈
主
。
江
北
無
好
臣
。
而
百
年
一
罪
。
宏
大
暫
出
。
…
…
先
哲
。
八
年
北
使
顔
幼
明
、
劉
思
籔
反
命
。
偽
南
部
尚
書
李
思
沖
詞
。
二
国
之
和
義
在
庇
民
。
如
聞
南
朝
大
造
舟
車
。
欲
侵
准
油
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
斉
人
と
あ
る
の
は
、
南
朝
斉
王
朝
の
人
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
国
と
し
て
は
宋
と
か
斉
と
か
い
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
南
方
の
政
権
と
し
て
北
の
政
権
に
対
比
す
る
時
は
、
南
朝
と
称
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
断
書
（
4
2
）
柳
霞
伝
に
は
北
朝
と
み
え
る
。
即
ち
、
　
「
自
晋
氏
南
遷
。
臣
宗
族
蓋
寡
。
従
祖
太
尉
、
世
父
儀
同
、
従
父
司
空
、
話
劇
位
望
隆
重
。
遂
障
碍
金
陵
。
平
治
先
皇
。
独
守
墳
栢
。
常
誠
愚
意
。
使
不
離
此
志
。
ム
ユ
襲
陽
言
入
北
朝
。
云
々
。
」
と
あ
る
。
柳
樽
は
元
来
河
東
郡
解
県
の
出
身
で
あ
る
が
、
柳
霞
の
曾
祖
卓
の
時
裏
陽
に
移
住
し
た
（
周
書
（
4
2
柳
霞
伝
）
）
。
と
こ
ろ
が
霞
の
祖
先
の
あ
る
人
々
は
南
朝
に
仕
え
て
主
位
に
至
り
、
金
陵
に
居
住
す
る
に
至
っ
た
が
、
一
方
霞
の
一
家
は
、
男
爵
に
あ
っ
て
祖
先
伝
来
の
墳
栢
を
守
護
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
が
、
今
や
裏
書
の
地
は
北
朝
に
井
合
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
も
、
南
朝
政
権
と
北
朝
政
権
と
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
明
か
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
宋
朝
以
降
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
南
朝
或
は
北
朝
と
い
う
表
現
は
、
江
南
と
河
北
と
に
相
対
立
す
る
政
権
を
意
味
し
、
南
朝
、
北
朝
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
》
つ
。
　
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の
南
朝
、
北
朝
は
別
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
の
例
に
つ
い
　
　
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
（
南
朝
の
成
立
）
　
（
矢
野
）
て
み
る
に
、
宋
書
（
5
9
）
層
累
伝
に
よ
る
に
、
「
（
李
）
孝
伯
又
日
。
君
南
土
膏
梁
。
　
何
為
著
雇
。
虚
血
著
此
。
　
使
将
士
云
何
。
暢
日
。
膏
梁
之
言
。
誠
為
多
悦
。
但
遠
里
武
。
受
命
統
軍
。
戎
陣
之
間
。
不
平
緩
服
。
孝
伯
又
日
。
長
史
、
我
是
中
州
人
。
即
処
北
国
。
自
製
華
風
。
相
去
歩
武
。
不
得
致
尽
。
辺
皆
港
北
人
。
聴
我
占
者
。
長
耳
当
忍
冬
我
。
孝
蕃
昌
日
。
永
昌
王
魏
主
従
弟
。
自
復
常
語
長
安
。
今
領
精
騎
百
万
。
直
属
准
南
。
寿
．
春
久
閉
門
自
営
。
不
敢
相
禦
。
向
送
劉
康
祖
頭
。
彼
之
所
見
。
王
玄
護
甚
是
所
悉
。
亦
是
常
才
耳
。
南
国
何
意
躍
如
此
任
使
。
以
薫
習
敗
。
…
…
暢
日
。
知
永
昌
己
過
准
南
。
康
祖
為
其
所
破
。
比
有
信
使
。
　
無
業
消
息
。
　
王
廿
里
南
土
偏
将
。
不
謂
為
才
。
但
以
〔
其
北
）
人
〔
故
〕
為
前
駆
引
導
耳
ρ
」
　
（
都
雛
瑚
平
癒
褥
）
と
み
え
る
。
こ
の
中
に
は
、
南
土
、
南
国
、
北
国
な
ど
、
南
朝
、
北
朝
と
は
異
っ
た
表
現
が
み
え
る
が
、
さ
て
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
朝
、
北
朝
と
は
無
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
い
ま
前
述
判
読
伝
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
に
、
　
爆
雷
伯
が
張
暢
を
さ
し
て
「
君
焦
土
膏
梁
」
と
い
い
、
張
暢
が
王
業
護
を
さ
し
て
「
南
土
偏
将
」
と
い
っ
た
時
、
そ
れ
は
江
南
の
膏
梁
、
江
南
の
偏
将
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
ζ
の
場
台
の
南
土
と
か
江
南
と
か
は
、
単
に
地
理
的
な
意
味
で
の
江
南
で
は
な
く
江
南
政
権
、
即
ち
南
朝
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
酒
豪
は
王
警
護
を
さ
し
て
北
人
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
王
玄
護
が
太
原
王
氏
に
属
す
る
（
蛛
実
態
）
か
ら
で
、
　
元
来
彼
は
所
謂
北
人
（
の
子
孫
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
そ
の
王
玄
護
が
又
「
江
南
偏
将
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
江
南
を
地
理
的
に
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
南
朝
政
権
の
賢
将
と
解
さ
ね
ば
矛
盾
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
張
暢
伝
に
み
る
も
一
つ
の
北
界
は
、
単
に
河
北
の
入
の
意
か
と
考
え
る
。
た
と
え
若
し
、
王
玄
護
の
場
合
も
、
同
じ
く
単
に
地
理
的
な
意
味
に
用
い
ら
れ
た
尋
人
だ
と
考
え
た
と
し
て
も
、
　
「
江
南
偏
将
」
は
や
は
り
「
南
朝
の
偏
将
」
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
単
な
る
「
南
方
の
偏
将
」
と
い
う
概
念
は
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
咽
九
号
り
得
な
い
わ
け
で
、
何
等
か
の
南
の
政
権
に
属
す
る
偏
将
と
し
か
考
え
得
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
　
で
は
、
南
国
と
か
北
国
と
か
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
、
　
「
南
国
書
意
作
如
着
任
使
。
以
致
奔
敗
。
」
と
い
う
記
事
を
み
れ
ば
、
南
国
と
い
う
の
は
南
方
政
権
、
具
体
的
に
は
宋
朝
を
さ
す
と
解
す
る
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
南
国
を
同
じ
よ
う
な
意
に
用
い
た
例
は
、
南
史
（
1
6
）
毛
修
之
伝
に
、
　
「
後
覚
修
之
俘
干
魏
。
亦
見
寵
。
　
（
毛
）
修
之
問
朱
修
之
。
　
南
国
当
権
者
為
誰
。
　
答
云
殴
空
費
。
」
と
み
え
る
も
の
が
あ
る
。
　
「
南
国
当
権
者
」
と
あ
る
と
き
の
南
国
は
、
ど
う
み
て
も
南
朝
を
さ
し
た
も
の
と
す
る
外
は
な
か
ろ
う
（
羅
馴
参
軍
。
　
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
北
国
と
い
う
表
現
に
北
朝
の
意
が
あ
る
と
し
て
も
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
　
「
我
是
申
州
人
。
久
処
北
国
。
」
と
み
え
る
。
申
州
人
と
い
う
の
は
、
　
二
胡
出
身
た
る
李
孝
伯
（
訳
書
へ
5
3
）
李
孝
伯
伝
）
自
身
の
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
江
北
の
人
と
か
河
北
の
人
と
い
う
も
の
で
、
全
く
地
理
的
な
内
容
の
言
葉
だ
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
藩
法
（
9
5
）
索
虜
伝
に
「
明
年
四
月
剋
之
。
聖
王
有
中
州
。
自
称
日
魏
」
と
あ
る
の
は
、
北
魏
が
北
支
那
を
占
有
し
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
聖
書
（
5
8
）
周
処
伝
記
の
条
に
、
　
「
紀
宗
族
彊
盛
。
人
情
所
帰
。
…
…
墨
池
中
州
人
士
。
　
佐
佑
王
業
。
　
而
紀
撃
手
為
不
得
調
。
内
懐
怨
望
。
」
と
あ
る
の
は
同
伝
翻
の
条
に
、
　
「
時
儀
国
区
無
心
守
之
士
。
　
避
乱
来
者
。
多
摩
顕
位
。
駕
御
道
人
。
韓
人
頗
怨
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
中
州
人
士
は
東
晋
初
頭
の
所
謂
北
人
に
あ
た
る
わ
け
で
、
北
支
那
の
人
々
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
　
至
孝
伯
が
自
ら
を
申
州
の
人
と
い
っ
た
の
は
、
全
く
地
理
的
な
意
味
で
、
北
支
那
の
人
の
意
に
用
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
そ
の
中
州
の
人
が
、
　
「
久
し
く
北
国
に
処
る
」
と
い
う
時
、
　
北
国
と
い
う
言
葉
は
単
に
地
理
的
な
、
　
北
の
国
と
い
う
意
で
は
あ
る
ま
い
。
中
州
の
人
、
即
ち
北
支
那
の
人
と
い
う
表
現
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
「
北
国
」
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
も
北
朝
と
い
う
意
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
に
よ
っ
て
、
盛
土
、
南
国
、
北
国
は
、
少
く
と
も
こ
こ
で
は
、
南
朝
、
六
北
朝
の
意
で
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
用
例
は
北
朝
史
書
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
北
斉
書
（
3
3
）
徐
之
才
伝
に
、
　
「
芝
之
人
君
。
…
…
楊
焙
．
以
其
南
土
黒
人
。
不
堪
典
秘
書
。
」
と
み
え
、
或
は
周
七
宗
慷
伝
に
、
　
「
及
江
陵
平
。
與
王
褒
墨
入
周
。
太
祖
以
訳
名
雲
南
土
。
甚
礼
之
。
」
と
あ
る
南
土
も
、
両
者
が
共
に
政
治
的
背
景
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
見
え
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
に
江
南
の
地
と
解
す
る
よ
り
も
、
南
朝
と
解
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
同
書
（
4
1
）
座
禅
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
時
給
逸
出
朝
廷
通
好
。
南
北
流
寓
之
士
。
各
許
還
其
旧
国
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
の
南
北
の
旧
国
と
は
、
南
国
と
北
国
、
即
ち
南
朝
と
北
朝
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
千
引
周
雪
柳
霞
伝
に
「
自
晋
氏
南
遷
。
臣
宗
族
野
比
。
従
祖
大
尉
、
世
父
儀
同
、
従
父
司
空
、
蛙
以
野
望
隆
重
。
遂
満
干
金
陵
。
三
智
先
臣
、
独
守
墳
栢
。
常
誠
臣
等
。
使
不
戦
此
志
。
ム
ユ
章
魚
既
入
北
朝
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
明
か
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
如
く
考
え
う
る
と
す
れ
ば
、
南
人
、
北
砂
の
中
に
は
、
南
朝
人
、
北
朝
人
を
意
味
す
る
も
の
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
上
述
し
た
徐
之
才
伝
の
南
土
の
人
、
厘
信
濃
の
南
北
（
流
寓
）
黒
鳥
と
い
う
の
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
例
え
ば
、
魏
書
（
3
8
）
王
慧
龍
伝
を
み
る
に
、
　
「
世
祖
初
即
位
。
成
謂
、
論
人
不
宜
委
以
師
旅
之
任
。
遂
停
前
出
。
…
…
（
慧
龍
）
臨
画
再
試
曹
鄭
各
日
。
吾
霧
旅
婦
人
。
領
導
旧
業
。
三
聖
朝
殊
特
之
慈
。
得
在
艶
場
効
命
。
…
…
時
制
、
南
人
入
国
者
。
皆
葬
桑
乾
。
曄
具
申
遺
志
。
詔
許
之
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
最
初
と
最
後
の
南
人
は
北
朝
側
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
中
の
聖
人
は
慧
龍
が
自
ら
を
指
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
南
人
を
、
す
べ
て
南
方
の
人
、
江
南
の
人
と
解
し
て
も
別
に
不
都
合
は
な
い
。
け
れ
ど
も
王
慧
龍
自
ら
が
国
人
と
称
し
た
時
、
そ
こ
に
は
、
北
朝
に
お
い
て
は
何
等
の
処
遇
を
う
け
ら
れ
な
く
て
も
致
方
の
な
い
南
人
で
あ
る
の
に
、
特
別
の
慈
を
う
け
た
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
明
か
な
如
く
、
中
の
南
人
は
政
治
的
意
味
を
含
ま
せ
て
用
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
寧
ろ
南
朝
の
人
と
解
し
た
方
が
適
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
は
又
陳
書
（
2
1
）
王
固
伝
に
、
　
「
又
宴
於
昆
墨
池
。
　
魏
人
以
南
人
当
魚
。
　
大
自
署
網
。
嵩
置
佛
法
呪
之
。
遂
一
鱗
不
得
。
」
と
あ
る
場
合
、
二
人
が
魏
国
の
人
で
あ
る
以
上
、
　
そ
れ
に
対
す
る
南
元
は
、
　
南
朝
の
人
と
と
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
ナ
つ
。
　
或
は
又
、
孟
母
（
3
5
）
暴
富
伝
を
み
る
に
、
商
人
、
南
賊
、
北
国
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
　
「
導
通
。
…
…
今
国
家
亦
未
能
一
挙
而
定
江
南
。
宜
遣
人
弔
祭
。
存
其
孤
弱
、
伽
霊
告
災
。
…
…
太
宗
大
怒
。
盲
従
罵
言
。
遂
遣
契
斤
南
伐
。
…
…
滞
日
。
請
先
攻
城
。
子
日
。
南
人
長
言
冷
温
。
符
氏
攻
裏
陽
。
経
年
不
抜
。
　
夫
以
大
国
之
力
攻
其
小
城
。
　
若
不
時
剋
。
挫
損
軍
勢
。
・
…
浩
日
。
…
…
又
高
車
號
町
名
騎
。
非
不
可
臣
而
畜
也
。
夫
以
南
人
追
之
則
患
其
軽
愚
。
於
国
兵
則
不
然
。
何
者
彼
能
遠
走
。
我
亦
能
洋
弓
。
與
之
進
退
。
非
難
制
也
。
…
…
或
有
冷
罵
者
。
　
今
呉
暑
寒
憲
。
　
隊
舎
之
北
伐
。
－
：
．
・
後
有
南
賊
之
患
。
浩
日
。
不
然
。
今
年
不
催
千
旦
則
無
禦
南
賊
。
自
国
家
井
西
国
以
来
。
門
人
恐
催
。
書
冊
動
衆
。
以
衛
豊
北
。
…
…
大
軍
既
還
。
盗
賊
寛
不
能
動
。
如
浩
所
量
。
…
…
後
冠
軍
将
軍
安
皇
軍
十
四
墨
摺
。
因
説
南
賊
都
響
云
。
義
隆
勅
其
諸
将
。
若
北
国
挙
動
。
先
其
必
至
。
径
前
入
河
。
」
、
と
あ
る
。
こ
の
申
に
用
い
ら
れ
た
南
勢
、
人
置
、
北
国
と
い
う
表
現
は
、
全
部
が
南
、
北
両
政
治
勢
力
の
対
立
関
係
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
南
人
は
南
朝
の
人
と
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
南
人
、
北
人
の
中
に
は
南
朝
人
、
北
朝
人
の
意
に
用
い
ら
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ω
の
＠
の
場
合
。
　
次
に
、
単
に
地
理
的
な
江
南
の
人
、
河
北
の
人
の
意
に
用
い
ら
れ
た
南
人
、
北
人
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
の
場
合
は
極
め
て
多
く
、
当
時
の
一
般
的
用
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
い
ま
顔
氏
家
訓
を
み
る
に
、
多
く
の
野
人
、
北
人
と
い
う
語
を
見
出
す
が
、
殆
ん
ど
単
純
な
江
南
の
人
、
河
北
の
人
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
　
　
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
（
南
朝
の
成
立
）
　
（
矢
野
）
　
「
業
人
賓
至
不
迎
。
相
見
捧
手
捕
不
揖
。
　
送
客
下
席
而
巳
。
　
党
人
迎
送
娩
門
門
。
相
見
則
揖
。
芝
之
道
也
。
吾
善
旧
恩
揖
。
」
（
風
操
篇
第
六
）
と
か
、
　
「
軽
微
者
四
重
追
慕
銭
為
挺
。
以
石
為
射
。
以
襲
為
羨
。
以
是
為
舐
。
北
野
以
庶
為
戌
。
以
如
為
儒
。
以
紫
為
姉
。
以
治
為
押
。
」
（
音
辞
篇
第
十
八
）
と
か
、
　
「
河
北
士
人
。
皆
墨
刑
祖
父
母
為
家
公
家
母
。
江
南
田
間
亦
言
忌
。
以
家
代
外
。
非
吾
所
識
。
…
…
河
北
士
人
錐
三
二
十
世
猶
呼
為
従
量
従
叔
。
　
目
無
帝
嘗
専
一
中
土
人
日
。
　
卿
北
道
。
何
故
不
知
有
族
。
」
（
風
操
篇
第
六
）
な
ど
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
野
南
人
と
北
野
と
の
風
俗
、
習
慣
の
ち
が
い
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
河
北
と
江
南
と
が
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
庫
入
と
い
う
の
は
江
南
の
人
、
船
人
と
い
う
の
は
河
北
の
人
の
こ
と
だ
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
　
　
一
般
的
に
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
極
め
て
多
か
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
、
　
北
朝
関
係
史
料
の
例
で
は
、
　
北
斉
書
（
3
3
）
瀟
退
学
に
、
　
「
（
退
）
子
慨
、
深
沈
有
礼
楽
。
善
好
学
。
轟
轟
隷
書
。
南
士
中
野
長
者
。
」
と
あ
り
、
魏
書
（
7
1
）
夏
善
道
遷
伝
に
、
　
「
初
（
夏
侯
）
央
與
悪
人
調
馬
、
慶
道
、
江
文
遙
等
終
日
丁
重
。
酎
飲
競
際
。
恒
相
照
日
。
人
生
誓
事
。
何
殊
朝
露
。
坐
上
相
半
先
後
之
心
耳
。
」
と
あ
る
の
は
、
先
述
し
た
如
く
、
宛
も
王
慧
龍
が
北
魏
の
人
々
か
ら
南
端
と
い
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
、
同
様
に
江
南
の
人
、
江
南
の
士
人
の
意
に
と
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
魏
書
（
4
5
）
毛
修
之
伝
に
、
　
「
修
之
能
為
南
人
飲
食
。
手
答
煎
調
。
多
所
適
意
。
」
と
あ
る
の
は
、
顔
・
氏
家
訓
に
み
え
る
も
の
と
同
様
、
習
慣
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
江
南
の
人
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
他
方
南
朝
関
係
史
料
に
つ
い
て
み
る
に
、
宋
書
（
6
5
）
杜
購
伝
に
、
　
「
晩
度
北
人
。
朝
廷
常
以
愴
燕
遇
之
。
黒
蓋
人
才
可
施
。
毎
為
清
掴
所
隔
。
　
（
杜
）
坦
長
箱
慨
然
。
」
と
み
え
、
南
史
（
1
6
）
王
玄
護
伝
に
、
　
「
三
元
景
、
垣
護
之
。
拉
錐
北
人
。
而
玄
護
独
受
老
愴
之
目
。
凡
諸
称
謂
四
方
書
三
業
鳶
尾
。
」
と
あ
る
が
、
前
者
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
宋
書
杜
膜
伝
に
、
　
「
（
杜
）
坦
日
。
請
以
臣
言
之
。
臣
本
中
心
高
族
。
…
…
直
以
南
度
不
早
。
便
以
荒
篭
賜
隔
。
…
…
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
朝
錐
復
抜
群
。
臣
恐
未
必
能
也
。
」
と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
晩
度
北
人
と
は
、
南
度
早
か
ら
ざ
る
北
人
の
意
で
、
　
東
菊
初
頭
に
み
ら
れ
た
、
　
江
南
無
人
（
南
人
）
と
対
立
す
る
所
謂
痴
人
と
は
異
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
こ
の
場
合
は
単
な
る
江
北
出
身
の
人
の
意
に
と
っ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
次
の
王
六
輝
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
宍
書
（
7
6
）
心
墨
墨
筆
に
「
耳
蝉
押
侮
撃
臣
。
随
其
状
貌
貰
年
比
類
。
多
潮
曇
謂
之
羊
。
顔
師
伯
鉄
歯
號
置
型
。
劉
秀
之
倹
吝
。
呼
為
老
齢
。
黄
門
侍
郎
宗
山
巡
体
肥
。
拝
起
不
便
。
毎
至
集
会
。
陣
所
賜
與
。
欲
其
際
謝
苗
齢
以
為
歓
笑
。
又
刻
木
作
霊
里
馬
光
禄
勲
叔
心
像
。
送
其
家
騰
事
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
に
み
る
、
孝
聖
帝
が
撃
臣
を
侮
蔑
し
、
　
か
ら
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
　
車
引
記
事
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
　
「
柳
元
景
、
垣
護
之
、
王
玄
鶴
は
共
々
に
北
側
で
あ
る
の
に
、
零
本
護
の
み
が
ひ
と
り
老
億
と
い
う
軽
蔑
の
評
を
う
け
た
」
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
人
の
中
、
王
玄
護
の
み
が
老
愴
と
評
さ
れ
た
と
い
う
時
、
本
来
な
ら
ば
三
人
と
も
老
愴
と
評
さ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
と
い
う
意
が
か
く
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
す
る
と
杜
趣
意
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
こ
れ
ら
三
人
は
、
共
に
晩
度
の
北
人
と
し
て
遇
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
三
人
を
北
人
と
い
う
時
、
そ
れ
は
単
な
る
江
北
の
人
の
意
に
と
っ
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
　
或
は
又
、
陳
書
（
5
3
）
戚
虚
伝
に
、
　
「
呉
盛
塩
官
人
也
。
…
…
就
国
子
博
士
気
疲
方
。
質
儀
礼
義
。
懐
方
隼
人
。
自
証
携
儀
礼
、
礼
記
章
。
」
と
あ
る
の
も
、
単
な
る
河
北
の
人
の
意
に
と
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
、
南
朝
に
お
け
る
南
人
・
心
素
の
意
味
を
明
か
に
す
る
為
に
、
南
．
北
両
朝
関
係
史
料
を
利
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
北
朝
に
お
い
て
は
、
南
朝
に
お
い
て
全
く
見
ら
れ
な
い
意
味
に
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
の
で
一
言
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
魏
書
（
3
1
1
）
官
氏
志
を
み
る
に
、
「
太
和
十
九
年
重
日
。
代
人
諸
経
。
先
無
姓
族
。
錐
功
賢
之
胤
。
混
然
未
分
。
…
…
高
空
公
下
庄
、
領
軍
将
軍
元
撮
、
中
将
軍
広
陽
王
嘉
、
尚
書
陸
瑳
等
。
詳
量
定
翌
翌
姓
。
務
令
平
均
。
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
北
人
は
明
か
に
代
人
を
指
し
て
い
る
の
で
、
決
し
て
北
支
那
の
漢
人
と
か
、
北
朝
の
人
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
資
治
通
鑑
（
0
1
1
）
隆
安
二
年
秋
七
月
の
条
に
も
「
初
太
原
今
旦
挙
兵
建
安
。
南
北
画
人
。
猛
然
従
之
。
〔
鯉
が
捕
鰍
㈱
馳
螺
来
〕
蘭
蛇
遣
其
兄
子
道
導
奇
。
奇
撃
滅
之
。
」
と
み
え
、
　
又
同
書
（
5
2
1
）
元
嘉
二
十
七
年
夏
四
月
の
条
に
も
、
　
「
（
崔
）
墨
書
魏
之
先
世
。
　
事
皆
野
実
。
　
列
於
雲
路
。
往
来
見
者
。
成
以
題
言
。
北
人
里
不
急
悉
。
【
醐
欝
健
脚
革
篭
従
〕
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
湾
入
・
華
人
に
対
し
て
、
胡
三
省
は
鮮
卑
族
出
身
者
と
北
支
那
の
漢
人
と
を
あ
て
て
い
る
が
、
い
ま
寸
書
（
聖
慕
容
盛
載
記
や
、
魏
書
（
3
5
）
崔
達
筆
に
よ
っ
て
、
同
じ
事
件
に
つ
い
て
の
記
述
を
み
て
も
、
此
人
・
南
人
と
い
う
文
字
は
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
慕
容
盛
空
中
に
は
、
　
「
三
悪
容
奇
聚
衆
子
建
仁
。
将
寒
蘭
汗
。
百
姓
翁
然
適
宜
。
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
軒
並
は
こ
の
「
百
姓
」
を
、
　
「
南
北
之
人
」
と
し
て
表
わ
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
患
が
こ
う
書
き
換
え
た
こ
と
は
何
か
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
述
官
面
影
に
み
た
如
く
、
代
人
を
翁
人
と
す
る
用
法
が
当
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
う
み
て
く
る
と
、
北
朝
に
お
い
て
は
南
朝
に
み
ら
れ
な
い
北
人
の
特
殊
な
用
法
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
ら
を
南
人
と
考
え
た
顔
之
推
は
平
氏
家
訓
（
帰
心
篇
第
十
六
）
の
中
で
、
　
「
胡
人
見
錦
。
不
信
有
虫
食
樹
、
吐
緕
忘
年
。
昔
在
江
南
。
不
信
有
千
人
藍
帳
。
及
来
河
北
。
不
信
有
二
万
繋
船
。
皆
実
験
也
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
人
に
と
っ
て
は
江
南
の
人
と
河
北
の
人
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
北
荒
よ
り
来
っ
た
人
々
は
胡
人
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
北
朝
で
は
、
胡
人
も
亦
北
人
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
南
朝
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
直
人
・
組
立
の
意
味
は
、
第
一
に
は
、
東
晋
初
頭
以
降
に
み
ら
れ
た
、
政
治
的
・
社
会
的
対
立
状
態
に
お
け
る
南
人
・
北
人
と
、
第
二
に
は
、
江
南
の
人
と
河
北
の
人
を
指
す
一
そ
の
場
合
、
政
治
的
背
景
を
考
え
る
場
合
と
、
単
な
る
地
理
的
区
別
と
い
う
場
合
と
が
あ
っ
た
。
i
と
い
う
二
つ
に
大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
筆
者
が
序
の
中
で
述
べ
た
よ
う
な
、
南
朝
に
お
け
る
為
人
の
消
滅
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
東
晋
時
代
に
比
べ
て
、
反
っ
て
仁
人
・
北
人
の
意
味
が
複
雑
に
な
っ
て
き
た
と
さ
え
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、
も
一
度
東
晋
時
代
に
お
け
る
、
南
部
北
人
の
用
法
に
つ
い
て
振
返
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
東
晋
時
代
に
お
い
て
は
、
従
来
と
り
上
げ
ら
れ
た
如
き
、
所
謂
東
窯
初
頭
的
一
政
治
的
、
．
社
会
的
に
対
立
す
る
南
、
北
人
と
い
う
一
用
法
以
外
の
南
、
北
人
に
つ
い
て
の
用
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
含
め
た
東
晋
時
代
に
お
け
る
南
人
、
属
人
の
用
法
と
、
南
朝
に
お
け
る
南
人
、
得
人
の
用
法
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
晋
朝
か
ら
南
朝
へ
の
政
治
的
、
社
会
的
変
化
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
今
ま
で
東
晋
初
頭
以
降
に
関
し
て
用
い
た
愚
人
、
北
人
と
い
う
表
現
は
、
既
に
序
の
申
で
述
べ
た
よ
う
に
、
江
南
に
本
貫
を
も
っ
て
い
た
人
と
、
江
北
に
本
貫
を
も
っ
て
い
た
人
（
乃
至
は
そ
の
子
孫
）
と
の
政
治
的
、
社
会
的
対
立
と
い
う
形
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
当
時
の
政
治
情
勢
に
即
し
て
考
え
る
時
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
実
は
、
単
に
地
理
的
な
意
味
を
も
つ
の
み
の
満
人
、
北
人
と
い
う
用
法
も
、
そ
の
こ
ろ
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
晋
書
（
5
7
）
吾
彦
伝
に
、
既
に
南
人
、
聖
人
の
政
治
的
対
立
の
き
び
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
平
首
後
の
雲
影
時
代
（
鯉
簿
重
星
㌦
獣
の
縫
間
題
」
）
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「
長
沙
孝
廉
サ
虞
謂
（
陸
）
子
等
日
。
…
…
卿
以
（
吾
）
士
則
答
卑
小
有
不
善
。
殿
之
無
己
。
吾
恐
南
人
皆
将
臨
監
。
卿
便
独
坐
也
。
於
是
…
機
等
意
始
解
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
る
芸
人
は
北
人
達
の
間
に
僅
か
に
入
り
こ
も
う
と
し
た
愚
人
の
団
結
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
対
立
す
る
南
人
、
北
人
と
い
う
解
釈
よ
り
も
、
単
に
江
南
　
　
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
（
南
朝
の
成
立
）
　
（
矢
野
）
の
地
か
ら
河
北
の
政
治
社
会
に
で
て
き
た
人
々
、
と
い
う
単
な
る
地
理
的
な
意
味
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
は
又
、
晋
書
（
8
7
）
涼
武
昭
王
伝
に
、
「
及
玄
盛
東
遷
。
皆
々
潮
干
酒
泉
。
今
戸
人
五
千
算
置
会
稽
郡
。
中
州
人
五
千
戸
置
広
夏
郡
。
」
と
あ
る
が
、
前
述
し
た
如
く
、
中
州
人
と
い
う
の
は
北
支
那
の
人
の
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
置
さ
れ
た
南
人
は
、
地
理
的
な
意
味
の
江
南
の
人
、
南
支
那
の
人
の
意
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
　
次
に
岳
人
に
つ
い
て
は
、
晋
書
（
6
7
）
郡
蓼
伝
に
、
　
「
臣
所
由
錯
雑
。
率
多
北
人
。
或
逼
皇
朝
。
或
是
新
附
。
百
姓
懐
土
。
皆
有
帰
本
定
心
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
の
北
人
は
北
方
出
身
の
人
々
を
さ
す
と
考
え
て
よ
く
、
単
な
る
地
理
的
な
意
味
の
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
又
、
世
説
新
語
（
文
学
第
四
）
に
よ
っ
て
み
る
に
「
二
季
諺
語
孫
安
国
云
。
痴
人
学
問
。
渕
綜
広
博
。
孫
良
日
。
証
人
学
問
。
清
通
簡
要
。
支
道
林
聞
之
日
。
聖
賢
固
面
忘
言
。
自
諸
人
以
還
。
山
人
看
書
画
顕
処
斜
月
。
南
人
学
問
如
釜
中
窺
日
。
」
と
あ
り
、
同
書
（
任
誕
第
二
十
三
）
の
劉
注
に
、
　
「
続
晋
陽
秋
日
。
蓑
山
松
善
音
楽
。
北
人
旧
六
斎
行
路
難
。
曲
弦
頗
疎
，
質
。
山
松
好
之
。
」
と
あ
る
場
合
の
翌
年
、
真
人
は
、
地
理
的
区
分
と
し
て
の
南
人
、
学
人
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
南
人
、
北
人
の
考
え
方
は
、
例
え
ば
魏
志
（
2
8
）
諸
葛
詳
伝
に
、
「
三
年
正
月
。
誕
、
欽
、
盗
等
大
為
攻
具
。
昼
夜
五
六
日
。
攻
南
囲
。
欲
三
囲
而
出
。
…
…
城
内
珠
玉
端
。
降
出
者
数
万
口
。
野
上
尽
出
北
方
人
省
食
、
與
呉
人
堅
守
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
尋
人
、
北
方
の
人
と
し
て
表
現
き
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
　
「
聖
人
」
は
呉
国
の
人
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
　
「
北
方
人
」
は
北
支
那
の
人
の
意
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
士
人
と
か
尋
人
と
か
は
、
元
来
南
の
方
の
人
、
北
の
方
の
人
と
い
う
地
理
的
名
辞
と
し
て
、
ど
の
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
蜀
志
1
3
李
恢
伝
参
照
）
。
　
こ
う
考
え
て
み
る
と
、
東
予
時
代
の
南
人
、
北
人
の
用
法
に
も
、
ω
門
閥
社
会
に
お
い
て
、
政
治
的
、
社
会
的
対
立
関
係
に
あ
っ
た
外
人
と
北
人
。
㈲
単
に
地
理
的
な
区
別
を
示
す
の
み
の
南
人
と
北
人
、
　
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
九
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
る
。
こ
れ
を
、
前
述
し
た
南
朝
に
お
け
る
南
人
、
有
人
の
用
法
と
比
較
し
て
み
る
と
、
東
晋
、
南
朝
何
れ
に
も
、
地
理
的
区
別
を
示
す
の
み
の
南
人
、
尋
人
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
区
分
に
よ
る
称
呼
は
、
前
に
も
推
定
し
た
如
く
、
何
時
の
時
代
に
も
行
わ
れ
た
用
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
用
法
こ
そ
最
も
基
本
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
守
屋
氏
が
「
南
人
と
至
人
」
（
「
東
亜
論
叢
」
（
第
六
輯
）
所
収
）
の
中
で
、
「
聖
人
、
北
人
は
南
北
朝
ご
ろ
の
史
籍
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
畢
寛
、
江
南
人
と
江
北
人
の
謂
ひ
に
外
な
ら
な
い
。
」
　
（
担
㎝
⊂
D
）
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
最
も
基
本
的
な
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
他
の
用
法
は
、
こ
の
江
南
の
人
、
河
北
の
人
と
い
う
考
の
上
に
、
当
時
の
政
治
的
、
或
は
社
会
的
情
勢
が
加
味
さ
れ
て
用
い
ら
れ
た
、
い
わ
ば
歴
史
的
、
特
殊
的
用
法
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
、
い
ま
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
東
晋
初
頭
以
降
に
用
い
ら
れ
た
政
治
的
、
社
会
的
対
立
に
あ
っ
た
南
人
、
基
壇
の
用
法
が
、
北
人
が
南
入
化
し
た
と
思
わ
れ
る
南
朝
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
点
と
、
南
朝
時
代
に
は
、
東
山
朝
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
南
朝
人
、
北
朝
人
の
用
法
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
と
、
こ
の
二
つ
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
東
晋
時
代
に
お
い
て
、
所
謂
東
晋
初
頭
的
用
法
が
、
宛
も
南
人
、
北
面
の
全
用
法
で
あ
る
か
の
如
き
観
を
呈
し
、
寧
ろ
基
本
的
用
法
と
思
わ
れ
る
地
理
的
用
法
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
と
い
う
事
実
は
、
江
南
の
政
権
、
即
ち
東
晋
朝
の
初
頭
に
お
け
る
蔵
人
、
北
人
の
政
治
的
、
社
会
的
対
立
が
、
極
め
て
厳
し
か
っ
た
と
い
う
当
時
の
政
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
南
朝
に
お
い
て
は
、
北
朝
政
権
と
南
朝
政
権
と
の
封
立
を
前
提
と
し
て
の
、
南
朝
人
と
北
朝
人
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
江
南
の
土
地
に
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
江
北
政
権
に
対
立
す
る
南
朝
政
権
を
考
え
た
場
合
、
た
と
え
南
朝
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
東
晋
初
頭
江
南
人
、
北
人
の
用
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
果
し
て
そ
れ
は
、
以
前
と
同
じ
意
味
一
〇
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
、
南
朝
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
「
矛
盾
す
る
か
に
み
え
る
二
つ
の
用
法
」
に
つ
い
て
、
今
か
ら
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
　
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
　
東
晋
末
に
な
る
と
、
　
守
屋
氏
の
所
謂
朝
事
の
南
無
化
が
行
な
わ
れ
、
　
元
来
浮
人
と
称
す
べ
き
人
々
が
、
　
自
ら
を
南
人
と
考
え
た
（前
・
v
（
東
亜
論
叢
第
六
輯
）
）
が
、
筆
者
も
亦
小
論
含
岩
畳
勝
議
舞
鰍
中
暑
縣
社
）
を
発
表
し
て
、
江
南
に
遷
っ
た
北
人
達
の
子
孫
は
、
本
貫
を
南
に
移
し
て
完
全
な
堅
人
と
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思
人
の
南
海
化
は
、
例
え
ば
越
智
氏
が
指
摘
さ
れ
た
所
謂
南
人
と
北
人
の
（
子
孫
の
一
（
辮
羅
じ
）
）
婚
姻
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
氏
に
よ
れ
ば
、
南
朝
に
お
い
て
は
、
　
「
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
南
北
人
（
上
層
部
）
間
の
通
婚
に
は
必
ず
し
も
『
在
地
豪
族
間
で
あ
る
こ
と
」
の
わ
く
を
必
要
と
せ
ず
、
『
非
貴
族
間
で
あ
る
こ
と
』
の
枠
こ
そ
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
断
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
、
貴
族
が
江
東
豪
族
（
に
代
表
さ
れ
る
南
人
）
と
少
な
く
と
も
原
則
的
に
三
面
し
な
い
と
い
う
事
実
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
（
上
層
部
）
間
の
不
通
婚
と
は
、
貴
族
が
江
東
豪
族
（
諸
氏
の
主
領
た
ち
）
と
の
間
に
自
ら
の
政
治
的
優
越
性
を
絶
対
的
に
保
つ
た
め
に
と
っ
た
対
策
の
一
つ
に
す
ぎ
ぬ
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
」
（
「
南
朝
の
胃
族
と
豪
族
（
史
淵
第
六
十
九
輯
）
」
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
貴
族
即
ち
北
方
系
一
流
貴
族
と
江
東
門
閥
と
の
間
に
こ
そ
不
通
婚
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
非
貴
族
即
ち
非
一
流
貴
族
の
間
で
は
、
南
人
と
優
人
の
　
（
子
孫
の
）
通
婚
に
、
　
「
世
人
が
奇
異
の
感
を
示
し
た
と
は
い
い
…
難
い
」
（
胴
）
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
般
尋
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
一
流
門
閥
と
考
え
ら
れ
る
北
方
系
貴
族
を
除
い
た
、
所
謂
南
人
と
北
畑
と
の
（
子
孫
の
）
間
に
は
自
由
な
通
婚
、
即
ち
社
会
的
融
和
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
限
り
に
於
い
て
は
、
越
智
氏
の
見
解
は
守
屋
氏
や
筆
者
の
見
解
と
も
同
一
線
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
北
方
系
一
流
門
閥
と
、
江
南
門
閥
と
の
間
に
原
則
的
に
不
通
事
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
北
方
系
貴
族
と
江
東
門
閥
と
の
政
治
的
対
立
、
北
方
系
貴
族
が
自
ら
の
政
治
的
優
越
を
確
保
す
る
姿
勢
に
由
来
す
る
と
越
智
氏
は
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
通
婚
の
現
象
は
、
表
面
的
に
は
社
会
的
現
象
で
あ
る
か
の
如
く
見
え
な
が
ら
も
、
実
は
政
治
的
な
南
北
対
立
に
附
随
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
南
朝
に
お
い
て
は
、
所
謂
南
人
、
北
人
（
の
子
孫
）
の
対
立
関
係
は
、
政
治
的
な
も
の
が
根
本
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
　
若
し
以
上
の
如
く
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
南
朝
に
み
る
憂
人
と
北
人
（
の
子
孫
）
の
対
立
は
、
宛
も
一
見
し
た
時
に
は
東
晋
初
頭
以
降
に
み
た
、
南
人
と
北
人
の
政
治
的
、
社
会
的
対
立
と
全
く
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
も
、
決
し
て
同
じ
も
の
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
前
評
し
た
張
緒
と
王
倹
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
に
、
北
人
系
貴
族
王
倹
が
江
東
門
閥
張
緒
を
抑
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
越
智
氏
が
、
　
「
倹
が
斉
太
祖
に
よ
る
緒
の
尚
書
右
僕
射
任
命
に
反
対
し
た
の
は
、
個
人
的
な
感
情
の
対
立
な
ど
か
ら
で
は
な
く
、
皇
帝
が
江
東
豪
族
諸
氏
の
主
領
た
ち
を
そ
の
貴
族
的
教
養
の
高
さ
を
以
て
重
結
す
る
こ
と
に
対
す
る
貴
族
側
の
脅
威
一
対
立
感
の
た
ま
た
ま
の
露
呈
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
（
同
上
）
と
さ
れ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
正
に
こ
れ
は
、
社
会
的
対
立
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
に
は
対
立
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
一
流
貴
族
が
巳
に
迫
る
二
流
貴
族
に
対
決
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
前
引
南
届
書
（
4
4
）
沈
文
責
伝
に
み
る
、
薬
量
略
に
対
す
る
天
子
と
王
倹
の
態
度
の
相
違
に
も
伺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
対
決
の
姿
勢
の
結
果
と
し
て
、
　
「
南
無
無
調
射
、
多
歴
年
所
。
」
と
か
、
　
「
南
風
不
競
。
非
復
一
日
。
」
（
何
れ
も
南
斉
書
（
4
4
沈
文
書
伝
）
）
と
い
う
有
様
と
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
対
立
は
、
言
葉
の
上
で
は
南
無
、
北
士
の
対
立
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
て
も
、
現
実
的
に
は
一
流
貴
族
が
、
迫
り
来
る
二
流
貴
族
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
お
く
為
に
と
っ
た
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
（
南
朝
の
成
立
）
　
（
矢
野
）
　
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
筆
者
が
先
に
発
表
し
た
、
　
「
東
女
に
お
け
る
南
北
人
対
立
問
題
－
そ
の
政
治
的
考
察
」
（
「
東
洋
史
研
究
（
2
6
の
3
）
」
）
、
　
及
び
「
そ
の
社
会
的
考
察
」
（「
j
学
碓
誌
」
（
7
7
の
1
0
）
）
の
両
論
で
展
開
し
た
如
き
、
東
晋
一
代
の
間
に
、
所
謂
南
、
北
人
の
政
治
的
対
立
も
、
社
会
的
対
立
も
解
消
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
見
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
出
て
く
る
考
え
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
南
朝
に
み
え
る
政
治
的
対
立
は
、
南
士
、
北
士
の
対
立
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
執
権
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
に
迫
る
グ
ル
ー
プ
と
の
政
治
的
対
立
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
　
　
　
　
㈲
　
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
た
っ
て
、
前
引
し
た
杜
墨
書
（
宋
書
6
5
）
の
記
事
を
も
一
度
振
返
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は
「
晩
学
北
人
。
朝
廷
書
写
愴
志
州
之
。
錐
復
人
才
可
施
。
猛
毒
清
馬
所
隔
。
」
と
か
、
　
「
直
以
南
度
等
式
。
　
信
管
荒
聖
賜
隔
。
」
と
か
の
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
た
記
事
と
し
て
、
資
治
通
鑑
（
4
2
1
）
元
嘉
二
十
三
年
秋
七
月
の
条
に
よ
れ
ば
、
　
「
時
江
東
。
　
王
謝
雷
族
方
盛
。
傷
人
晩
渡
者
。
朝
廷
愚
身
愴
菱
蟹
之
。
」
と
み
え
る
が
、
そ
の
胡
注
に
は
「
哲
人
呼
北
人
為
壁
上
。
言
其
自
荒
外
来
也
。
」
と
あ
り
、
南
方
の
人
々
が
北
支
那
の
人
々
を
田
舎
者
と
し
て
軽
蔑
し
て
槍
荒
と
呼
ん
だ
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
受
注
が
正
し
い
こ
と
は
、
墨
書
（
5
8
）
周
処
伝
記
の
条
に
、
　
「
将
卒
。
謂
子
四
日
。
殺
聖
者
薙
髪
。
子
能
復
之
。
乃
吾
子
也
。
同
人
謂
中
州
人
日
億
。
故
云
耳
。
」
と
か
、
　
墨
書
（
7
7
）
陸
皇
猷
に
、
　
「
玩
嘗
詣
（
王
）
導
食
酪
。
因
而
千
畑
。
興
導
寧
日
。
僕
錐
夢
人
。
幾
為
倫
鬼
。
」
と
か
、
早
書
（
9
2
）
左
思
伝
に
、
　
「
（
陸
機
）
興
弟
雲
書
展
。
此
問
有
億
父
。
欲
作
三
都
賦
。
須
其
成
。
当
以
覆
酒
甕
耳
。
」
と
か
み
え
る
如
く
、
億
と
は
江
南
人
が
北
方
人
を
呼
ぶ
名
称
で
あ
っ
た
が
、
　
元
来
愴
に
は
、
　
「
い
や
し
い
も
の
」
、
　
「
い
な
か
も
の
」
の
意
が
あ
る
こ
と
、
晋
書
（
8
0
）
王
献
之
伝
に
、
瑛
邪
出
身
の
主
献
之
が
呉
郡
の
墨
金
彊
の
名
園
に
案
内
も
乞
わ
ず
に
入
り
こ
ん
だ
時
、
辟
彊
が
こ
れ
を
非
難
し
て
、
　
「
傲
主
入
非
礼
也
。
以
貴
驕
士
非
道
也
。
失
是
二
者
。
不
足
歯
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
億
也
。
」
と
い
っ
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
杜
騨
伝
や
資
治
通
鑑
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
晩
度
の
北
開
は
朝
廷
及
び
有
力
門
閥
か
ら
は
億
と
し
て
軽
蔑
の
態
度
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
逸
書
（
8
4
）
楊
栓
期
伝
に
、
　
「
弘
農
華
陰
人
。
…
…
自
由
。
　
門
戸
承
籍
。
江
表
土
比
。
有
其
門
地
比
王
殉
者
。
猶
悉
恨
。
而
時
人
以
其
晩
過
湿
。
婚
堂
守
類
。
毎
排
抑
之
。
恒
慷
慨
切
歯
。
悪
因
事
際
以
逞
其
志
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
即
ち
東
晋
末
以
降
、
河
北
か
ら
江
を
渡
っ
て
訳
し
た
人
々
は
、
た
と
え
自
ら
は
中
華
の
高
族
と
考
え
て
い
て
も
、
南
方
の
朝
廷
、
そ
の
周
辺
の
有
力
門
閥
か
ら
は
、
北
支
那
の
愴
と
し
て
蔑
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
同
じ
く
愴
と
い
っ
て
も
、
東
嶺
初
期
の
も
の
は
所
謂
南
人
が
北
人
を
排
斥
し
て
そ
う
呼
ん
だ
に
す
ぎ
ぬ
が
、
東
晋
末
か
ら
南
朝
に
か
け
て
の
愴
は
、
　
南
方
の
政
権
や
、
　
早
く
南
渡
し
た
所
謂
北
人
（
の
子
孫
）
に
よ
る
、
嘆
く
南
渡
し
て
き
た
人
々
に
対
す
る
軽
蔑
の
称
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
こ
こ
ま
で
考
え
て
き
た
時
、
こ
の
よ
う
な
南
朝
の
政
権
、
南
朝
の
門
閥
社
会
“
第
二
次
門
閥
社
会
は
、
東
晋
初
頭
の
政
権
、
西
晋
以
来
の
門
閥
社
会
1
1
第
一
次
門
閥
社
会
と
は
、
全
く
異
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
東
晋
初
頭
政
権
は
、
北
方
か
ら
渡
江
し
た
人
々
を
中
心
と
し
、
江
南
の
人
々
を
も
か
か
え
込
み
、
所
謂
南
人
、
北
人
の
協
力
、
妥
協
の
上
に
成
立
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
み
る
南
朝
政
権
は
、
北
支
那
か
ら
江
を
渡
っ
て
や
っ
て
く
る
人
々
を
、
自
ら
と
は
異
質
的
な
も
の
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
即
ち
、
南
朝
政
権
は
、
北
人
政
権
で
も
な
け
れ
ば
、
南
人
政
権
で
も
な
く
、
正
に
南
朝
政
権
で
あ
っ
た
の
で
、
東
晋
政
権
が
政
治
的
に
は
寧
ろ
同
人
を
中
心
と
し
つ
つ
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
と
は
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
先
に
、
南
人
、
北
人
を
調
査
し
て
、
東
晋
時
代
と
は
違
っ
て
南
朝
の
人
、
北
朝
の
人
と
い
う
意
味
を
考
え
、
江
南
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
り
、
河
北
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
存
在
を
見
出
し
た
の
は
、
正
し
く
こ
の
南
朝
政
権
の
成
立
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
一
’
二
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
東
晋
末
以
降
、
南
朝
政
権
、
南
朝
門
閥
社
会
、
第
二
次
門
閥
社
会
が
成
立
し
、
そ
れ
は
東
晋
初
頭
的
母
人
、
北
人
の
対
立
を
解
消
し
た
形
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
北
支
那
の
人
々
、
北
朝
政
権
に
対
し
て
、
封
鎖
的
な
世
界
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
封
鎖
的
世
界
の
申
で
、
妙
義
初
頭
的
南
、
北
対
立
の
形
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
南
、
北
対
立
に
形
を
か
り
た
、
政
治
権
力
を
め
ぐ
る
、
一
流
対
二
流
の
対
立
、
第
二
次
門
閥
社
会
内
の
階
層
的
対
立
で
あ
っ
た
た
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
